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1.はじめに 

世代間での知識継承は重要な課題である。近

年では 2007 年問題という言葉が使われ、企業に

おける個人知や組織知の継承がクローズアップ

されている[1]。知識継承に対する取り組みはさ

まざまな場面で行われており、研究も経営工学、

人工知能などの分野で活発に行われているが、

課題も多く指摘されている。 

本研究では、農業分野での知識継承を取り上

げる。農業は企業化されていないために、従来

は集落や農協の支援を得つつ、親から子、人か

ら人への、対面的、個別的な知識継承が長期間

にわたって行なわれてきた。しかし近年、脱サ

ラなどで、サラリーマンから農業に転職する人

が増えてきており、中高年の農業未経験者への

知識継承の必要性が高まってきた。またマンシ

ョンなどの集合住宅や狭い土地でも行える家庭

菜園が若い世代を中心にブームとなっており、

彼らに対する知識継承の必要性も生まれている。 

このような新たな知識継承は歴史が浅いため、

これまでは試行錯誤的に行われてきた。近年で

はネットワーク社会、ユビキタス社会という新

たな技術基盤が整ってきた状況の下で、全国規

模での知識共有の可能性が出てきた。またブロ

グ、ツイッターなどの SNS（Social Network 

Service）という新たなコミュニケーション形態

が出現し、知識の伝達手段が多様化してきた。 

本研究ではこのような社会動向や技術動向を

受け、ネットワーク上で、農業初心者がベテラ

ン農業従事者の知識を共有・獲得する枠組みを

提案する。特に、共有する知識として失敗経験

を利用し、プランタがユーザに対して話しかけ

てくることで知識共有・継承を試みる。栽培現

場であるプランタと対話することで、農業初心

者は農作業を行いながら現場で知識獲得ができ

る。モノが話しかけてくる手法を使った研究・

支援はたくさんあるが、農業現場での知識継承

の新たな試みとして提案する。 

2.農業分野での知識継承 

 本研究の前段階として、「農業における失敗

事例に基づく経験・知識の継承支援の試み」を

行った[2]。この研究では、失敗経験を継承すべ

き知識（暗黙知）とし、暗黙知と形式知の交換

と知識継承の体系的・継続的モデルである SECI

モデルを利用することで知識継承支援を行った

[3]。具体的には SECI モデルの 4 つのプロセス

（共同化、表出化、連結化、内面化）をシステ

ム内で実現し、失敗経験をプロセス内で暗黙知

や形式知に変換することで、知識獲得・知識継

承を図った。図 1 に前段階研究におけるシステ

ムの画面例を示す。 

 
図 1. 前段階研究におけるシステム画面例 

この研究では失敗事例と SECI モデルを用い

ることによって、知識継承の有効性があること

が分かった。しかしこの研究は、あくまで家で

農作業の準備をしているときに計算機端末上で

システムを使い、知識を得た後に現場に向かう

ことが想定されている。従来の農業での知識継

承は、人から人へ農作業を伴った知識の共有・

継承が行なわれてきた。そのため、計算機端末

の前でシステムを使うのは不自然な流れであり、

システムを使うことが農作業とは別の特別な行

為として認識されてしまう。また、農作業と知

識共有が切り離された行為となるため、ユーザ

は農作業時に獲得した知識とシステムから獲得

した知識を結びつけることが難しい。 

そこで本研究では、従来の農業分野で行われ

てきた、農作業時に対面的な知識継承ができる

枠組みを目指す。 

3.システムの提案 

3.1 メディアイクエージョン 
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 メディアイクエージョンとは、「人はモノを

扱うときにも、無意識に社会的に対応してしま

う」というものである[4]。これはユーザがモノ

と関わる際、人と同じように関わることができ

ることを示唆している。本研究ではこの知見を

取り入れ、人から人への対面的な知識継承に準

じる手段としてプランタを利用する。 

3.2 本システムのアプローチ 

本研究では前段階の研究の問題点を踏まえ、

ユーザが農作業を「対面的」に行っている感覚

で知識継承ができる枠組みを提案する。具体的

には「農作業時にプランタがユーザに語りかけ

る」という方法を使い、ユーザがプランタとの

対話を通じて、あたかも人と共に作業を行って

いるような感覚にさせる。さらに、農作業時に

プランタが語りかけることで、ユーザは農作業

と知識共有を同じ意図を持った行為として受け

入れることが可能になる。またプランタとの双

方向的なやり取りを通じた実体験は知識継承に

有効である[5]。 

3.3 提案概要 

 本研究におけるプランタは、プランタの中で

育てている作物を管理し、ユーザの作業に基づ

き対話を行うことで作物を育てる。具体的には、

ユーザの作業履歴からユーザの失敗傾向や悪い

癖などのモデルを作成し、作成されたモデルに

基づいて、プランタがユーザに話しかける。つ

まりユーザは、植物を管理しているプランタの

語りかけによって過去の失敗を思い出し、それ

に基づいて次に行うべき作業を決定する。       

以下にシステムの流れを以下に述べる。 

① ユーザが作業を行う 

② センサを用いてユーザの作業をデータ化し、

作業履歴として保存する 

③ 作業履歴に基づいてユーザの失敗傾向などの

ユーザモデルを作成する 

④ ユーザの作業を元にユーザモデルに問い合わ

せる 

⑤ 問い合わせ結果に基づいてプランタがユーザ

に対して語りかける 

⑥ 上記の流れを繰り返す 

ユーザが行う作業や作業時の気温などの栽培

環境をシステムに認識させる方法としては、各

種センサを用いる。具体的には、例えば水やり

の場合、重さを測るセンサを用いて水やりの前

後での重さの差を測ることによって、ユーザが

やった水量を算出し、十分な水量をやったのか

どうかを認識する。また温度センサを用いるこ

とで気温を測り、土壌水分センサを用いること

で土の水分量を測る。これらにより栽培環境を

認識する。 

 このようにしてユーザの作業を認識し、プラ

ンタがユーザに対して話しかけることによって、

ユーザは農作業の現場で知識継承ができる。 

図 2 に本システムの流れを示す。 

 
図 2. 本システムの流れ 

4.あとがき 

 本論文では、農業分野での知識継承を「プラ

ンタと対話する」ことで行う枠組みを提案した。

現在は、これまで述べた手法に基づき、プロト

タイプを開発中である。特に作物を育てる際に

必ず行う作業でありながら失敗も多い「水や

り」を対象に、プランタとの対話を行う計画で

ある。今後は完成したプロトタイプで評価を行

い、本手法の有効性を確認したい。 
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